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令
和
七
年
度

牛
乳
利
用
拡
大

推
進
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

令
和
七
年
度

牛
乳
利
用
拡
大

推
進
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

Ⅰ．採　用（令和7年8月1日付）
氏 名 新　所　属（職階級）

岡野　なつみ 主事 酪農部

Ⅱ．採　用（令和7年9月1日付）
氏 名 新　所　属（職階級） 適用

藤川　歩 技師 乳牛診療人工授精所 人工授精師

Ⅲ．退　職（令和7年9月30日付）
氏 名 適用 旧　所　属

元松　泉 定年退職 飯塚支所
岩丸　直矢 依願退職 乳牛診療人工授精所
宗　まいみ 依願退職 乳牛診療人工授精所

Ⅳ．異　動　等（令和7年10月1日付）　
氏 名 新　所　属　・　職　階　級 旧　所　属　・　職　階　級

元松　泉 嘱託 飯塚支所　※定年再雇用 調査役 飯塚支所

Ⅴ.

例
年
牛
乳
の
不
需
要
期
に
あ

た
る
冬
場
に
向
け
て
九
州
の

酪
農
家
、
関
係
団
体
が
一
丸

と
な
り
、
九
州
産
生
乳
の
安

定
的
な
需
要
維
持
・
拡
大
を

目
的
に
統
一
デ
ザ
イ
ン
（
ミ

ル
と
ミ
ク
の
運
動
用
パ
ッ

ケ
ー
ジ
）
で
製
造
し
た
九
州

産
L
L
牛
乳
・
バ
タ
ー
の
利

用
拡
大
推
進
運
動
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

実
施
時
期
は
、
十
一
月
中
旬

頃
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
家

庭
・
贈
答
用
と
し
て
是
非
ご

利
用
下
さ
い
。

牛乳・乳製品の消費拡大運動の一
環として行いました7、8月の「2025
夏ギフト」では多くのご利用を頂き
ました。組合員、役職員の皆様、ご
協力ありがとうございました。11月
から冬ギフトが始まりますので、引
き続きご協力の程、よろしくお願い
致します。

「2025夏ギフト」
ご協力ありがとうございました！

俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

「
夏
疲
れ

　ミ
ル
ク
パ
ワ
ー
で

　
　
　
　吹
き
飛
ば
す
」

「
秋
の
風

　
　自
然
の
恵
み

　
　
　
　
　
　栗
拾
い
」

新
生
ラ
イ
オ
ン

酪農業賠償責任補償制度(ローリー保険)は、合乳後の
他人への損害を補償しますが、ご自分の損害は補償され
ません。「バルククーラー保険」は、バルク内事故により破

棄されたものが対象です。破棄された生乳代金の９割または５割を補償します。
生乳への異物混入や洗浄水・血乳・抗生物質の混入、あるいはバルククーラーのスイッチ忘れによる細菌数の増大などで生
乳を破棄した場合に補償の対象となります。地震や水災により生乳を破棄した場合は補償対象外となります。
保険期間（ご契約期間）中における事故が１回目の場合は損害額の９割を保険金としてお支払いします。また同一保険期間

（ご契約期間）中に同一のバルククーラーにおける事故が２回目以降の場合は損害額の５割を保険金としてお支払いします。
酪農業賠償責任補償制度とは異なり、ご加入は酪農家さんの任意となります。

所有するバルククーラーの容量により掛金が変わります。保険金額は５万円単位でバルククーラーの生乳保管量で設定し
ます。また、ご希望により廃棄費用等の取片付け費用をセットすることができます。２年目以降の掛金については、事故件数に
より決定されます。
酪農業賠償責任補償制度と異なり、バルククーラー保険は、酪農家さんごとの任意加入となっています。現在、ふくおか県
酪農協では３割程度の加入となっており、他の都府県と比べると加入が少ない状況です。厳しい
環境が続いていますが、このような厳しい時こそ、万が一の事故に備えてご加入を考えてみては
いかがでしょうか。
ご興味のある方、掛金を調べてみたい方は、ご遠慮なく組合支所まで
ご連絡願います。

①抗生物質を投与した牛から誤って搾乳してしまい、バルククーラー内で
合乳してしまった。
②スイッチを入れ忘れ、バルククーラーの温度が上昇し細菌数が増大した。
③誤って血乳を合乳してしまった。
④バルククーラーに異物が混入し、生乳が汚染された。

【概要】

【掛金】

＜バルククーラー保険の対象事故例＞

「バルククーラー保険」のご紹介
～～万が一の事故の備えとして～～

バルククーラー事故原因

23.5％
25.9％
25.3％
4.8％
12.0％
3.6％
4.8％
100.0％

抗生物質
細菌数
血乳
異物混入
洗浄水
バルク故障
その他
合計

割合

バルククーラー事故原因

■抗生物質　■細菌数　■血乳　
■異物混入　■洗浄水　■バルク故障　
■その他



組
合
ト
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第
十
七
回
福
岡
県
乳
牛
共
進
会
開
催

部門 出品№ 賞 ベストアダー 名　　　号 氏名 所属

第１部
103 名誉賞 申請中 ㈱挾間牧場 福　岡支所
102 優秀賞 スターリングランチ BE マキアージユ 高倉　守雄 久留米支所

第２部
202 名誉賞 ランフオーラクト タトウー ドアマン 中島　康森 久留米支所
203 優秀賞 アールオーク ラムキツク ライラ 笠　　直哉 福　岡支所

第３部
302 名誉賞 ミドルランド ソロモン アツシユリン 中島　康森 久留米支所
301 優秀賞 スターリングランチ EC ユナ 高倉　守雄 久留米支所

第４部
第５部 502 名誉賞 ベストアダー ミドルランド ハツピーライン バツクフリツプ 中島　康森 久留米支所
第６部 602 名誉賞 ベストアダー ビユーテイガール ドアズ タトウー エルフ ET 中村　　毅 福　岡支所

第７部
707 名誉賞 ベストアダー エルドリツジ ラムダ リンダ ㈱挾間牧場 福　岡支所
701 優秀賞 アールオーク サイドキツク ライラ 笠　　直哉 福　岡支所

第８部
803 名誉賞 ベストアダー MSF ハイオクターン マタラキシア ET 松永　慎也 福　岡支所
801 優秀賞 エルドリツジ チツプ カラノ チーフ ㈱挾間牧場 福　岡支所

第９部 904 名誉賞 ベストアダー ミドルランド KHI ソロモン ゴールド アポロ 中島　康森 久留米支所

第７部 707 グランド チャンピオン エルドリツジ ラムダ リンダ ㈱挾間牧場 福　岡支所
第８部 803 リザーブ チャンピオン MSF ハイオクターン マタラキシア ET 松永　慎也 福　岡支所
第３部 302 ジュニア チャンピオン ミドルランド ソロモン アツシユリン 中島　康森 久留米支所
第１部 103 ジュニア リザーブ チャンピオン 申請中 ㈱挾間牧場 福　岡支所

第17回  福岡県乳牛共進会  上位入賞牛リスト（令和7年9月20日開催）

　
令
和
七
年
九
月
二
十
日
、組
合
主
催

の
第
十
七
回
福
岡
県
乳
牛
共
進
会
を
開

催
、審
査
員
に
十
勝
家
畜
人
工
授
精
所

取
締
役
専
務
　
山
口
寿
典
氏
を
迎
え
、

各
部
門
全
頭
ス
ピ
ー
デ
ィ
で
的
確
な
審

査
の
結
果
、グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
福

岡
支
所
㈱
挾
間
牧
場
さ
ん
、ジ
ュニ
ア
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
久
留
米
支
所
中
島
康
森
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
審
査
員
に
よ
る
と
、「
出
品
頭
数

は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、各
部
門
と
も
優

れ
た
乳
牛
が
出
品
さ
れ
て
お
り
、本
年
開

催
さ
れ
る
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。」と
の
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、各
部
名
誉
賞
、優
秀
賞
は
一
覧

表
の
と
お
り
、ま
た
山
口
審
査
員
の
総
評

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一
．未
経
産
牛
の
部

　
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、

リ
ザ
ー
ブ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ジ
ュニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
い
た
し
ま
し

た
三
〇
二
号
の
牛
、決
し
て
大
き
い
牛
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、体
高
と
体
長
の
バ

ラ
ン
ス
、後
ろ
か
ら
見
た
時
の
両
角
、座
骨

の
位
置
、尾
付
き
の
鮮
明
さ
、後
方
座
骨
、

肋
の
開
帳
具
合
、非
常
に
牛
乳
を
出
す

親
牛
に
向
か
っ
て
多
く
餌
を
食
い
込
め
る

だ
け
の
骨
格
構
造
を
し
て
い
る
。よ
り
乳

用
性
に
あ
ふ
れ
た
、品
位
に
富
ん
だ
牛
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
ジ
ュニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
牛
に

い
た
し
ま
し
た
一
〇
三
号
の
牛
、体
長
、体

高
、幅
、非
常
に
乳
用
性
の
あ
る
若
牛
ら

し
い
魅
力
的
な
品
位
に
富
ん
だ
牛
で
ご

ざ
い
ま
す
。特
に
顔
の
品
位
、首
の
長
さ

薄
さ
、資
質
の
良
さ
を
十
分
に
理
解
し
て

お
り
ま
す
。

二
．経
産
牛
の
部

　
ク
ラ
ス
の
中
で
も
三
歳
ク
ラ
ス
は
全
国

的
に
も
通
じ
る
牛
が
何
頭
か
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
い
た
し
ま
し

た
七
〇
七
号
の
牛
、三
歳
級
と
し
て
の
体

高
体
長
な
ら
び
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、

あ
る
い
は
背
線
の
強
さ
、乳
房
底
面
の
高

さ
と
い
う
点
で
も
優
れ
て
い
る
、非
常
に

乳
用
性
に
あ
ふ
れ
た
牛
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
い
た
し
ま

し
た
八
〇
三
号
の
牛
、四
歳
級
の
牛
で
す

が
分
娩
が
八
月
と
い
う
こ
と
で
、コ
ン
デ
ィ

シ
ョン
も
一
番
ア
ン
ダ
ー
な
時
期
で
あ
る
こ

と
も
理
解
し
て
お
り
ま
す
。そ
れ
で
い

て
、肋
の
方
向
、を
食
い
込
め
な
い
環
境
の

中
で
素
晴
ら
し
い
後
乳
房
の
幅
、乳
房
底

面
を
持
って
い
る
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
牛

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
牛
た
ち
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。私
の
府
県
で
の
最
初
の
審

査
は「
久
留
米
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
」だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。非
常

に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
な
と
思
い
、楽

し
み
な
が
ら
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。私
自
身
も
年
齢
的
に
、皆
さ
ん
に
恩

返
し
が
で
き
る
、審
査
員
と
し
て
呼
ん
で

い
た
だ
け
る
最
後
の
場
に
な
る
の
で
は
な

い
な
と
思
い
、楽
し
み
に
参
り
ま
し
た
が
、

牛
の
改
良
の
め
ざ
ま
し
さ
に
感
動
い
た
し

ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（審査風景）

第
十
六
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

福
岡
県
代
表
牛
選
考
会
開
催

　
組
合
で
は
、本
年
十
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
る
全
日
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
の
た
め
、第
十
七
回

福
岡
県
乳
牛
共
進
会
終
了
後
に

第
十
六
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
代
表
選
考
会
を
開
催

し
ま
し
た
。選
考
会
の
審
査
に

は
、福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場

稲
田
畜
産
部
長
を
委
員
長
と
し
、

同
試
験
場
畜
産
部
　
長
基
氏
、当

組
合
　
橋
本
酪
農
部
長
が
委
員
、

第
十
七
回
県
共
の
審
査
員
十
勝

家
畜
人
工
授
精
所
　
山
口
取
締

役
専
務
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎

え
た
審
査
員
団
が
審
査
に
あ
た

り
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
福

岡
県
代
表
牛
五
頭
を
選
考
し
ま

し
た
。

　
今
回
選
考
さ
れ
た
乳
牛
は
、令

和
七
年
十
月
二
十
五
・
二
十
六

部門
（全共）

選考会
出品№ 登録番号 名　　　号 氏　名 所　属

第10部 全1001 1643429555 ビユーテイガール ドアズ タトウー エルフ ET 中村　　毅 福岡支所

第11部 全1101 1662147232 ケーオーフアーム ボンバー バーバラ B フタゴ 小島　興人 福岡支所

第12部 全1201 1659267370 アールオーク サイドキツク ライラ 笠　　直哉 福岡支所

第13部 全1304 1645763138 エルドリツジ ラムダリンダ ㈱挾間牧場 福岡支所

第14部 全1404 1606176236 MSF ハイオクターン マタラキシア ET 松永　慎也 福岡支所

※第11部出品牛は、Jサイア娘牛枠。

部門 出品№ 賞 ベストアダー 名　　　号 氏名 所属

第１部
103 名誉賞 申請中 ㈱挾間牧場 福　岡支所
102 優秀賞 スターリングランチ BE マキアージユ 高倉　守雄 久留米支所

第２部
202 名誉賞 ランフオーラクト タトウー ドアマン 中島　康森 久留米支所
203 優秀賞 アールオーク ラムキツク ライラ 笠　　直哉 福　岡支所

第３部
302 名誉賞 ミドルランド ソロモン アツシユリン 中島　康森 久留米支所
301 優秀賞 スターリングランチ EC ユナ 高倉　守雄 久留米支所

第４部
第５部 502 名誉賞 ベストアダー ミドルランド ハツピーライン バツクフリツプ 中島　康森 久留米支所
第６部 602 名誉賞 ベストアダー ビユーテイガール ドアズ タトウー エルフ ET 中村　　毅 福　岡支所

第７部
707 名誉賞 ベストアダー エルドリツジ ラムダ リンダ ㈱挾間牧場 福　岡支所
701 優秀賞 アールオーク サイドキツク ライラ 笠　　直哉 福　岡支所

第８部
803 名誉賞 ベストアダー MSF ハイオクターン マタラキシア ET 松永　慎也 福　岡支所
801 優秀賞 エルドリツジ チツプ カラノ チーフ ㈱挾間牧場 福　岡支所

第９部 904 名誉賞 ベストアダー ミドルランド KHI ソロモン ゴールド アポロ 中島　康森 久留米支所

第７部 707 グランド チャンピオン エルドリツジ ラムダ リンダ ㈱挾間牧場 福　岡支所
第８部 803 リザーブ チャンピオン MSF ハイオクターン マタラキシア ET 松永　慎也 福　岡支所
第３部 302 ジュニア チャンピオン ミドルランド ソロモン アツシユリン 中島　康森 久留米支所
第１部 103 ジュニア リザーブ チャンピオン 申請中 ㈱挾間牧場 福　岡支所

日
に
北
海
道
勇
払
郡
安
平
町
に

て
開
催
さ
れ
る「
第
十
六
回
全
日

本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
」へ
福

岡
県
を
代
表
し
て
出
場
し
ま
す

の
で
、応
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、選
考
さ
れ
た
代
表
牛
は

以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

みるく情報 ふくおか 1



組
合
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
十
七
回
福
岡
県
乳
牛
共
進
会
開
催

部門 出品№ 賞 ベストアダー 名　　　号 氏名 所属

第１部
103 名誉賞 申請中 ㈱挾間牧場 福　岡支所
102 優秀賞 スターリングランチ BE マキアージユ 高倉　守雄 久留米支所

第２部
202 名誉賞 ランフオーラクト タトウー ドアマン 中島　康森 久留米支所
203 優秀賞 アールオーク ラムキツク ライラ 笠　　直哉 福　岡支所

第３部
302 名誉賞 ミドルランド ソロモン アツシユリン 中島　康森 久留米支所
301 優秀賞 スターリングランチ EC ユナ 高倉　守雄 久留米支所

第４部
第５部 502 名誉賞 ベストアダー ミドルランド ハツピーライン バツクフリツプ 中島　康森 久留米支所
第６部 602 名誉賞 ベストアダー ビユーテイガール ドアズ タトウー エルフ ET 中村　　毅 福　岡支所

第７部
707 名誉賞 ベストアダー エルドリツジ ラムダ リンダ ㈱挾間牧場 福　岡支所
701 優秀賞 アールオーク サイドキツク ライラ 笠　　直哉 福　岡支所

第８部
803 名誉賞 ベストアダー MSF ハイオクターン マタラキシア ET 松永　慎也 福　岡支所
801 優秀賞 エルドリツジ チツプ カラノ チーフ ㈱挾間牧場 福　岡支所

第９部 904 名誉賞 ベストアダー ミドルランド KHI ソロモン ゴールド アポロ 中島　康森 久留米支所

第７部 707 グランド チャンピオン エルドリツジ ラムダ リンダ ㈱挾間牧場 福　岡支所
第８部 803 リザーブ チャンピオン MSF ハイオクターン マタラキシア ET 松永　慎也 福　岡支所
第３部 302 ジュニア チャンピオン ミドルランド ソロモン アツシユリン 中島　康森 久留米支所
第１部 103 ジュニア リザーブ チャンピオン 申請中 ㈱挾間牧場 福　岡支所

第17回  福岡県乳牛共進会  上位入賞牛リスト（令和7年9月20日開催）

　
令
和
七
年
九
月
二
十
日
、組
合
主
催

の
第
十
七
回
福
岡
県
乳
牛
共
進
会
を
開

催
、審
査
員
に
十
勝
家
畜
人
工
授
精
所

取
締
役
専
務
　
山
口
寿
典
氏
を
迎
え
、

各
部
門
全
頭
ス
ピ
ー
デ
ィ
で
的
確
な
審

査
の
結
果
、グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
福

岡
支
所
㈱
挾
間
牧
場
さ
ん
、ジ
ュニ
ア
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
久
留
米
支
所
中
島
康
森
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
審
査
員
に
よ
る
と
、「
出
品
頭
数

は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、各
部
門
と
も
優

れ
た
乳
牛
が
出
品
さ
れ
て
お
り
、本
年
開

催
さ
れ
る
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。」と
の
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、各
部
名
誉
賞
、優
秀
賞
は
一
覧

表
の
と
お
り
、ま
た
山
口
審
査
員
の
総
評

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一
．未
経
産
牛
の
部

　
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、

リ
ザ
ー
ブ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ジ
ュニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
い
た
し
ま
し

た
三
〇
二
号
の
牛
、決
し
て
大
き
い
牛
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、体
高
と
体
長
の
バ

ラ
ン
ス
、後
ろ
か
ら
見
た
時
の
両
角
、座
骨

の
位
置
、尾
付
き
の
鮮
明
さ
、後
方
座
骨
、

肋
の
開
帳
具
合
、非
常
に
牛
乳
を
出
す

親
牛
に
向
か
っ
て
多
く
餌
を
食
い
込
め
る

だ
け
の
骨
格
構
造
を
し
て
い
る
。よ
り
乳

用
性
に
あ
ふ
れ
た
、品
位
に
富
ん
だ
牛
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
ジ
ュニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
牛
に

い
た
し
ま
し
た
一
〇
三
号
の
牛
、体
長
、体

高
、幅
、非
常
に
乳
用
性
の
あ
る
若
牛
ら

し
い
魅
力
的
な
品
位
に
富
ん
だ
牛
で
ご

ざ
い
ま
す
。特
に
顔
の
品
位
、首
の
長
さ

薄
さ
、資
質
の
良
さ
を
十
分
に
理
解
し
て

お
り
ま
す
。

二
．経
産
牛
の
部

　
ク
ラ
ス
の
中
で
も
三
歳
ク
ラ
ス
は
全
国

的
に
も
通
じ
る
牛
が
何
頭
か
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
い
た
し
ま
し

た
七
〇
七
号
の
牛
、三
歳
級
と
し
て
の
体

高
体
長
な
ら
び
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、

あ
る
い
は
背
線
の
強
さ
、乳
房
底
面
の
高

さ
と
い
う
点
で
も
優
れ
て
い
る
、非
常
に

乳
用
性
に
あ
ふ
れ
た
牛
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
い
た
し
ま

し
た
八
〇
三
号
の
牛
、四
歳
級
の
牛
で
す

が
分
娩
が
八
月
と
い
う
こ
と
で
、コ
ン
デ
ィ

シ
ョン
も
一
番
ア
ン
ダ
ー
な
時
期
で
あ
る
こ

と
も
理
解
し
て
お
り
ま
す
。そ
れ
で
い

て
、肋
の
方
向
、を
食
い
込
め
な
い
環
境
の

中
で
素
晴
ら
し
い
後
乳
房
の
幅
、乳
房
底

面
を
持
って
い
る
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
牛

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
牛
た
ち
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。私
の
府
県
で
の
最
初
の
審

査
は「
久
留
米
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
」だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。非
常

に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
な
と
思
い
、楽

し
み
な
が
ら
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。私
自
身
も
年
齢
的
に
、皆
さ
ん
に
恩

返
し
が
で
き
る
、審
査
員
と
し
て
呼
ん
で

い
た
だ
け
る
最
後
の
場
に
な
る
の
で
は
な

い
な
と
思
い
、楽
し
み
に
参
り
ま
し
た
が
、

牛
の
改
良
の
め
ざ
ま
し
さ
に
感
動
い
た
し

ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（審査風景）

第
十
六
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

福
岡
県
代
表
牛
選
考
会
開
催

　
組
合
で
は
、本
年
十
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
る
全
日
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
の
た
め
、第
十
七
回

福
岡
県
乳
牛
共
進
会
終
了
後
に

第
十
六
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
代
表
選
考
会
を
開
催

し
ま
し
た
。選
考
会
の
審
査
に

は
、福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場

稲
田
畜
産
部
長
を
委
員
長
と
し
、

同
試
験
場
畜
産
部
　
長
基
氏
、当

組
合
　
橋
本
酪
農
部
長
が
委
員
、

第
十
七
回
県
共
の
審
査
員
十
勝

家
畜
人
工
授
精
所
　
山
口
取
締

役
専
務
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎

え
た
審
査
員
団
が
審
査
に
あ
た

り
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
福

岡
県
代
表
牛
五
頭
を
選
考
し
ま

し
た
。

　
今
回
選
考
さ
れ
た
乳
牛
は
、令

和
七
年
十
月
二
十
五
・
二
十
六

部門
（全共）

選考会
出品№ 登録番号 名　　　号 氏　名 所　属

第10部 全1001 1643429555 ビユーテイガール ドアズ タトウー エルフ ET 中村　　毅 福岡支所

第11部 全1101 1662147232 ケーオーフアーム ボンバー バーバラ B フタゴ 小島　興人 福岡支所

第12部 全1201 1659267370 アールオーク サイドキツク ライラ 笠　　直哉 福岡支所

第13部 全1304 1645763138 エルドリツジ ラムダリンダ ㈱挾間牧場 福岡支所

第14部 全1404 1606176236 MSF ハイオクターン マタラキシア ET 松永　慎也 福岡支所

※第11部出品牛は、Jサイア娘牛枠。

部門 出品№ 賞 ベストアダー 名　　　号 氏名 所属

第１部
103 名誉賞 申請中 ㈱挾間牧場 福　岡支所
102 優秀賞 スターリングランチ BE マキアージユ 高倉　守雄 久留米支所

第２部
202 名誉賞 ランフオーラクト タトウー ドアマン 中島　康森 久留米支所
203 優秀賞 アールオーク ラムキツク ライラ 笠　　直哉 福　岡支所

第３部
302 名誉賞 ミドルランド ソロモン アツシユリン 中島　康森 久留米支所
301 優秀賞 スターリングランチ EC ユナ 高倉　守雄 久留米支所

第４部
第５部 502 名誉賞 ベストアダー ミドルランド ハツピーライン バツクフリツプ 中島　康森 久留米支所
第６部 602 名誉賞 ベストアダー ビユーテイガール ドアズ タトウー エルフ ET 中村　　毅 福　岡支所

第７部
707 名誉賞 ベストアダー エルドリツジ ラムダ リンダ ㈱挾間牧場 福　岡支所
701 優秀賞 アールオーク サイドキツク ライラ 笠　　直哉 福　岡支所

第８部
803 名誉賞 ベストアダー MSF ハイオクターン マタラキシア ET 松永　慎也 福　岡支所
801 優秀賞 エルドリツジ チツプ カラノ チーフ ㈱挾間牧場 福　岡支所

第９部 904 名誉賞 ベストアダー ミドルランド KHI ソロモン ゴールド アポロ 中島　康森 久留米支所

第７部 707 グランド チャンピオン エルドリツジ ラムダ リンダ ㈱挾間牧場 福　岡支所
第８部 803 リザーブ チャンピオン MSF ハイオクターン マタラキシア ET 松永　慎也 福　岡支所
第３部 302 ジュニア チャンピオン ミドルランド ソロモン アツシユリン 中島　康森 久留米支所
第１部 103 ジュニア リザーブ チャンピオン 申請中 ㈱挾間牧場 福　岡支所

日
に
北
海
道
勇
払
郡
安
平
町
に

て
開
催
さ
れ
る「
第
十
六
回
全
日

本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
」へ
福

岡
県
を
代
表
し
て
出
場
し
ま
す

の
で
、応
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、選
考
さ
れ
た
代
表
牛
は

以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
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酪
農
理
解
醸
成
• 

消
費
拡
大
イ
ベ
ン
ト

部門
（全共）

選考会
出品№ 登録番号 名　　　号 氏　名 所　属

第10部 全1001 1643429555 ビユーテイガール ドアズ タトウー エルフ ET 中村　　毅 福岡支所

第11部 全1101 1662147232 ケーオーフアーム ボンバー バーバラ B フタゴ 小島　興人 福岡支所

第12部 全1201 1659267370 アールオーク サイドキツク ライラ 笠　　直哉 福岡支所

第13部 全1304 1645763138 エルドリツジ ラムダリンダ ㈱挾間牧場 福岡支所

第14部 全1404 1606176236 MSF ハイオクターン マタラキシア ET 松永　慎也 福岡支所

※第11部出品牛は、Jサイア娘牛枠。

「
う
し
の
ご
は
ん
展
示
」「
牛
乳
ア

イ
ス
づ
く
り
体
験
」「
ク
イ
ズ
・

牛
肉
パ
ズ
ル
」
等
の
体
験
イ
ベ
ン

ト
の
他
、
牛
乳
を
も
っ
と
飲
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、
㈱
カ
ル
ビ
ー

様
、
味
の
素
Ａ
Ｇ
Ｆ
様
に
特
別
に

ご
協
力
頂
き
グ
ラ
ノ
ー
ラ
や
ブ

レ
ン
デ
ィ
の
サ
ン
プ
ル
配
布
を

行
い
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
朝
か

ら
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
福
岡
県

産
牛
乳
使
用
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

や
九
州
各
県
の
牛
乳
・
乳
製
品

の
他
、
チ
ー
ズ
や
牛
肉
を
販
売
、

消
費
者
に
牛
乳
乳
製
品
の
美
味

し
さ
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
も
う
一
杯

牛
乳
を
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。今
後

も
消
費
者
の
関
心
を
高
め
牛
乳
・

乳
製
品
を
応
援
し
て
頂
け
る
よ

う
な
消
費
拡
大
活
動
を
目
標
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

「
牧
場
夏
祭
り
」

令
和
七
年
八
月
二
日
・
三
日
ア

ク
ロ
ス
モ
ー
ル
春
日
に
て
、
組
合

主
催
に
よ
る
酪
農
理
解
醸
成
・
牛

乳
消
費
拡
大
活
動
「
牧
場
夏
祭
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
模
擬
牛
に
よ

る
搾
乳
体
験
・
哺
乳
体
験
、バ
タ
ー

作
り
体
験
、
九
州
の
牛
乳
の
飲
み

比
べ
や
射
的
・Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ・

ミ
ル
ク
す
く
い
等
牛
乳
を
テ
ー
マ

に
し
た
縁
日
を
行
い
、
お
子
さ
ん

か
ら
大
人
の
方
ま
で
た
く
さ
ん
の

方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し

た
。牛

乳
乳
製
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
福
岡
県
産
の
乳
製
品
の
他
、

九
州
各
県
の
牛
乳
を
販
売
、
飲
み

比
べ
を
行
い
な
が
ら
、
各
県
の
牛

乳
の
ち
ょ
っ
と
し
た
違
い
を
感
じ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、「
ミ

ル
ク
フ
ー
ド
博
覧
会
」
と
し
て
福

「
ら
く
の
う
マ
ル
シ
ェ
二
〇
二
五 

in 

博
多
」

乳搾り体験

当
組
合
で
は
、
令
和
七
年
九
月

二
十
七
日
、
博
多
駅
前
広
場
に
て

九
州
・
沖
縄
の
酪
農
の
魅
力
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

「
ら
く
の
う
マ
ル
シ
ェ
二
〇
二
五 

in 

博
多
」
を
全
酪
連
福
岡
支
所
、

九
州
酪
農
青
年
女
性
会
議
と
共

催
に
て
開
催
し
ま
し
た
。会
場
で

は
、
酪
農
生
産
者
で
あ
る
青
年
女

性
会
議
に
よ
る
「
乳
搾
り
体
験
」

岡
県
産
の
牛
乳
や
乳
製
品
を
使
っ

た
パ
ン
や
ス
イ
ー
ツ
も
販
売
。牛

乳
や
乳
製
品
の
魅
力
と
美
味
し
さ

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。消

費
の
低
迷
が
言
わ
れ
て
い
る

昨
今
、
こ
れ
か
ら
も
消
費
者
の
関

心
を
高
め
牛
乳
・
乳
製
品
を
応
援

し
て
頂
け
る
よ
う
な
消
費
拡
大
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
組
合
員

の
皆
様
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

「
う
し
の
ご
は
ん
展
示
」「
牛
乳
ア

イ
ス
づ
く
り
体
験
」「
ク
イ
ズ
・

牛
肉
パ
ズ
ル
」
等
の
体
験
イ
ベ
ン

ト
の
他
、
牛
乳
を
も
っ
と
飲
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、
㈱
カ
ル
ビ
ー

様
、
味
の
素
Ａ
Ｇ
Ｆ
様
に
特
別
に

ご
協
力
頂
き
グ
ラ
ノ
ー
ラ
や
ブ

レ
ン
デ
ィ
の
サ
ン
プ
ル
配
布
を

行
い
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
朝
か

ら
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
福
岡
県

産
牛
乳
使
用
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

や
九
州
各
県
の
牛
乳
・
乳
製
品

の
他
、
チ
ー
ズ
や
牛
肉
を
販
売
、

消
費
者
に
牛
乳
乳
製
品
の
美
味

し
さ
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
も
う
一
杯

牛
乳
を
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。今
後

も
消
費
者
の
関
心
を
高
め
牛
乳
・

乳
製
品
を
応
援
し
て
頂
け
る
よ

う
な
消
費
拡
大
活
動
を
目
標
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

あ
ぐ
り
フ
ェ
ス
タ
二
〇
二
五

七
月
二
十
五
日（
金
）か
ら
七
月
二
十
六
日

（
土
）の
二
日
間
、マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
Ａ
館
に
て

Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く
れ
ん
主
催
に
よ
る「
あ
ぐ
り
フェ

ス
タ
二
〇
二
五
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。同
フェス

タ
は
、Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
農
業
機
械
大
感
謝
祭
と

し
て
第
三
十
八
回
を
数
え
、会
場
で
は
農
機
具

の
展
示
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、大
勢
の
Ｊ
Ａ

の
組
合
員
さ
ん
や
一
般
の
方
が
入
場
さ
れ
ま
し

た
。組
合
か
ら
は
、消
費
拡
大
活
動
と
し
て
、物

販
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
県
酪
バ
タ
ー
や
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
、伊
都
物
語
の
牛
乳
、ヨ
ー
グ
ル
ト
の
販

売
会
に
出
店
し
、多
く
の
お
客
様
に
立
ち
寄
っ

て
も
ら
い
大
盛
況
で
し
た
。

うしのごはん展示コーナー

販売コーナー

牛乳アイスづくり体験

当
組
合
で
は
、
令
和
七
年
九
月

二
十
七
日
、
博
多
駅
前
広
場
に
て

九
州
・
沖
縄
の
酪
農
の
魅
力
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

「
ら
く
の
う
マ
ル
シ
ェ
二
〇
二
五 

in 

博
多
」
を
全
酪
連
福
岡
支
所
、

九
州
酪
農
青
年
女
性
会
議
と
共

催
に
て
開
催
し
ま
し
た
。会
場
で

は
、
酪
農
生
産
者
で
あ
る
青
年
女

性
会
議
に
よ
る
「
乳
搾
り
体
験
」

みるく情報 ふくおか 3



酪
農
理
解
醸
成
• 

消
費
拡
大
イ
ベ
ン
ト

部門
（全共）

選考会
出品№ 登録番号 名　　　号 氏　名 所　属

第10部 全1001 1643429555 ビユーテイガール ドアズ タトウー エルフ ET 中村　　毅 福岡支所

第11部 全1101 1662147232 ケーオーフアーム ボンバー バーバラ B フタゴ 小島　興人 福岡支所

第12部 全1201 1659267370 アールオーク サイドキツク ライラ 笠　　直哉 福岡支所

第13部 全1304 1645763138 エルドリツジ ラムダリンダ ㈱挾間牧場 福岡支所

第14部 全1404 1606176236 MSF ハイオクターン マタラキシア ET 松永　慎也 福岡支所

※第11部出品牛は、Jサイア娘牛枠。

「
う
し
の
ご
は
ん
展
示
」「
牛
乳
ア

イ
ス
づ
く
り
体
験
」「
ク
イ
ズ
・

牛
肉
パ
ズ
ル
」
等
の
体
験
イ
ベ
ン

ト
の
他
、
牛
乳
を
も
っ
と
飲
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、
㈱
カ
ル
ビ
ー

様
、
味
の
素
Ａ
Ｇ
Ｆ
様
に
特
別
に

ご
協
力
頂
き
グ
ラ
ノ
ー
ラ
や
ブ

レ
ン
デ
ィ
の
サ
ン
プ
ル
配
布
を

行
い
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
朝
か

ら
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
福
岡
県

産
牛
乳
使
用
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

や
九
州
各
県
の
牛
乳
・
乳
製
品

の
他
、
チ
ー
ズ
や
牛
肉
を
販
売
、

消
費
者
に
牛
乳
乳
製
品
の
美
味

し
さ
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
も
う
一
杯

牛
乳
を
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。今
後

も
消
費
者
の
関
心
を
高
め
牛
乳
・

乳
製
品
を
応
援
し
て
頂
け
る
よ

う
な
消
費
拡
大
活
動
を
目
標
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

「
牧
場
夏
祭
り
」

令
和
七
年
八
月
二
日
・
三
日
ア

ク
ロ
ス
モ
ー
ル
春
日
に
て
、
組
合

主
催
に
よ
る
酪
農
理
解
醸
成
・
牛

乳
消
費
拡
大
活
動
「
牧
場
夏
祭
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
模
擬
牛
に
よ

る
搾
乳
体
験
・
哺
乳
体
験
、バ
タ
ー

作
り
体
験
、
九
州
の
牛
乳
の
飲
み

比
べ
や
射
的
・Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ・

ミ
ル
ク
す
く
い
等
牛
乳
を
テ
ー
マ

に
し
た
縁
日
を
行
い
、
お
子
さ
ん

か
ら
大
人
の
方
ま
で
た
く
さ
ん
の

方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し

た
。牛

乳
乳
製
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
福
岡
県
産
の
乳
製
品
の
他
、

九
州
各
県
の
牛
乳
を
販
売
、
飲
み

比
べ
を
行
い
な
が
ら
、
各
県
の
牛

乳
の
ち
ょ
っ
と
し
た
違
い
を
感
じ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、「
ミ

ル
ク
フ
ー
ド
博
覧
会
」
と
し
て
福

「
ら
く
の
う
マ
ル
シ
ェ
二
〇
二
五 

in 

博
多
」

乳搾り体験

当
組
合
で
は
、
令
和
七
年
九
月

二
十
七
日
、
博
多
駅
前
広
場
に
て

九
州
・
沖
縄
の
酪
農
の
魅
力
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

「
ら
く
の
う
マ
ル
シ
ェ
二
〇
二
五 

in 

博
多
」
を
全
酪
連
福
岡
支
所
、

九
州
酪
農
青
年
女
性
会
議
と
共

催
に
て
開
催
し
ま
し
た
。会
場
で

は
、
酪
農
生
産
者
で
あ
る
青
年
女

性
会
議
に
よ
る
「
乳
搾
り
体
験
」

岡
県
産
の
牛
乳
や
乳
製
品
を
使
っ

た
パ
ン
や
ス
イ
ー
ツ
も
販
売
。牛

乳
や
乳
製
品
の
魅
力
と
美
味
し
さ

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。消

費
の
低
迷
が
言
わ
れ
て
い
る

昨
今
、
こ
れ
か
ら
も
消
費
者
の
関

心
を
高
め
牛
乳
・
乳
製
品
を
応
援

し
て
頂
け
る
よ
う
な
消
費
拡
大
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
組
合
員

の
皆
様
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

「
う
し
の
ご
は
ん
展
示
」「
牛
乳
ア

イ
ス
づ
く
り
体
験
」「
ク
イ
ズ
・

牛
肉
パ
ズ
ル
」
等
の
体
験
イ
ベ
ン

ト
の
他
、
牛
乳
を
も
っ
と
飲
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、
㈱
カ
ル
ビ
ー

様
、
味
の
素
Ａ
Ｇ
Ｆ
様
に
特
別
に

ご
協
力
頂
き
グ
ラ
ノ
ー
ラ
や
ブ

レ
ン
デ
ィ
の
サ
ン
プ
ル
配
布
を

行
い
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
朝
か

ら
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
福
岡
県

産
牛
乳
使
用
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

や
九
州
各
県
の
牛
乳
・
乳
製
品

の
他
、
チ
ー
ズ
や
牛
肉
を
販
売
、

消
費
者
に
牛
乳
乳
製
品
の
美
味

し
さ
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
も
う
一
杯

牛
乳
を
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。今
後

も
消
費
者
の
関
心
を
高
め
牛
乳
・

乳
製
品
を
応
援
し
て
頂
け
る
よ

う
な
消
費
拡
大
活
動
を
目
標
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

あ
ぐ
り
フ
ェ
ス
タ
二
〇
二
五

七
月
二
十
五
日（
金
）か
ら
七
月
二
十
六
日

（
土
）の
二
日
間
、マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
Ａ
館
に
て

Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く
れ
ん
主
催
に
よ
る「
あ
ぐ
り
フェ

ス
タ
二
〇
二
五
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。同
フェス

タ
は
、Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
農
業
機
械
大
感
謝
祭
と

し
て
第
三
十
八
回
を
数
え
、会
場
で
は
農
機
具

の
展
示
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、大
勢
の
Ｊ
Ａ

の
組
合
員
さ
ん
や
一
般
の
方
が
入
場
さ
れ
ま
し

た
。組
合
か
ら
は
、消
費
拡
大
活
動
と
し
て
、物

販
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
県
酪
バ
タ
ー
や
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
、伊
都
物
語
の
牛
乳
、ヨ
ー
グ
ル
ト
の
販

売
会
に
出
店
し
、多
く
の
お
客
様
に
立
ち
寄
っ

て
も
ら
い
大
盛
況
で
し
た
。

うしのごはん展示コーナー

販売コーナー

牛乳アイスづくり体験

当
組
合
で
は
、
令
和
七
年
九
月

二
十
七
日
、
博
多
駅
前
広
場
に
て

九
州
・
沖
縄
の
酪
農
の
魅
力
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

「
ら
く
の
う
マ
ル
シ
ェ
二
〇
二
五 

in 

博
多
」
を
全
酪
連
福
岡
支
所
、

九
州
酪
農
青
年
女
性
会
議
と
共

催
に
て
開
催
し
ま
し
た
。会
場
で

は
、
酪
農
生
産
者
で
あ
る
青
年
女

性
会
議
に
よ
る
「
乳
搾
り
体
験
」

みるく情報 ふくおか4



令和7年7月3日から7月11日の9日間県内各地で体型調査及び牛群審査を行い、
下記の成績をおさめましたので報告します。
（日本ホルスタイン登録協会　審査委員　植原　友一郎　氏）
牛群審査は11戸124頭（牛群奨励審査を含む）が受験し、エクセレントが16頭、85

～89点が91頭（内89点は8頭）という、成績をおさめました。

体型調査は後代検定事業の一環で行われております。令和7年度前期の調査頭数は
14戸で126頭（娘牛30頭、同期牛96頭）でした。
それぞれの農家で審査員とともに今後の改良点･改良状況等を確認し、次代を担う種
雄牛の選定に情報提供をしました。

前期体型調査及び牛群審査報告前期体型調査及び牛群審査報告
令和7年度令和7年度

得点 氏名 支所 名　　　号 産次 体貌
骨格 肢蹄 乳用

強健性 乳器

92 中島　康森 久留米 ミﾄﾞルランﾄﾞ KHI ソロモン ゴールﾄﾞ アポロ 5 93 92 93 91
91 松永　慎也 福岡 MSF クラツシユ エルヴイーネ 5 90 87 93 93
90 挾間　祐一 福岡 エツセンス WB ゴールﾄﾞ アポロ ツー ET 6 90 87 93 91
90 小島　興人 福岡 KOフアーム モーグル ホールﾄﾞ バーバラ ET 6 91 88 91 89
90 槙　　芳行 福岡 ネバﾀﾞ アトウツﾄﾞ スタンリーカツプ 5 89 88 91 90
90 挾間　祐一 福岡 アルクメネ E ﾄﾞアズブリーﾄﾞ アポロ 5 89 87 93 90
90 本山　匡浩 久留米 マウントリバー Gストーン ﾄﾞアマン エイリス ET 5 89 88 91 90
90 挾間　祐一 福岡 エルﾄﾞリツジ ポーラ アツト ﾄﾞレーク 5 90 90 89 90
90 挾間　祐一 福岡 エルﾄﾞリツジ ポーラ DM メモリー 5 90 87 92 90
90 挾間　祐一 福岡 エルﾄﾞリツジ ﾄﾞアマン ブレイク 5 88 88 90 91
90 有田　　徹 福岡 フルアヘツﾄﾞ ﾄﾞア ゴールﾄﾞ スパーク 4 91 87 92 90
90 松永　慎也 福岡 MSF DM プロント ﾀﾞーミア ET 4 90 89 90 90
90 小島　興人 福岡 ケーオーフアーム クラツシユ BS ヴイーナス 4 90 87 90 91
90 松野　竜大 飯塚 アイハツピー ユニクス フラワー 4 90 89 89 90
90 松永　慎也 福岡 MSF ﾄﾞアマン アフターシヨツク 4 90 88 90 90
90 中島　康森 久留米 ミﾄﾞルランﾄﾞ スカイチーフ バツクフリツプ 3 92 90 91 89

得点 氏名 支所 名　　　号 産次 体貌
骨格 肢蹄 乳用

強健性 乳器

92 中島　康森 久留米 ミﾄﾞルランﾄﾞ KHI ソロモン ゴールﾄﾞ アポロ 5 93 92 93 91
91 松永　慎也 福岡 MSF クラツシユ エルヴイーネ 5 90 87 93 93
90 挾間　祐一 福岡 エツセンス WB ゴールﾄﾞ アポロ ツー ET 6 90 87 93 91
90 小島　興人 福岡 KOフアーム モーグル ホールﾄﾞ バーバラ ET 6 91 88 91 89
90 槙　　芳行 福岡 ネバﾀﾞ アトウツﾄﾞ スタンリーカツプ 5 89 88 91 90
90 挾間　祐一 福岡 アルクメネ E ﾄﾞアズブリーﾄﾞ アポロ 5 89 87 93 90
90 本山　匡浩 久留米 マウントリバー Gストーン ﾄﾞアマン エイリス ET 5 89 88 91 90
90 挾間　祐一 福岡 エルﾄﾞリツジ ポーラ アツト ﾄﾞレーク 5 90 90 89 90
90 挾間　祐一 福岡 エルﾄﾞリツジ ポーラ DM メモリー 5 90 87 92 90
90 挾間　祐一 福岡 エルﾄﾞリツジ ﾄﾞアマン ブレイク 5 88 88 90 91
90 有田　　徹 福岡 フルアヘツﾄﾞ ﾄﾞア ゴールﾄﾞ スパーク 4 91 87 92 90
90 松永　慎也 福岡 MSF DM プロント ﾀﾞーミア ET 4 90 89 90 90
90 小島　興人 福岡 ケーオーフアーム クラツシユ BS ヴイーナス 4 90 87 90 91
90 松野　竜大 飯塚 アイハツピー ユニクス フラワー 4 90 89 89 90
90 松永　慎也 福岡 MSF ﾄﾞアマン アフターシヨツク 4 90 88 90 90
90 中島　康森 久留米 ミﾄﾞルランﾄﾞ スカイチーフ バツクフリツプ 3 92 90 91 89

第
四
十
九
回
ふ
く
お
か
県

酪
農
青
年
女
性
会
議
総
代
会
開
催

令
和
七
年
七
月
二
十
八
日（
月
）、福
岡
市
博

多
区
の
八
仙
閣
に
て
第
四
十
九
回
ふ
く
お
か
県

酪
農
青
年
女
性
会
議
の
総
代
会
を
開
催
し
、十

三
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
か
ら
第
三
号
議
案
ま
で
慎
重
審

議
の
う
え
、原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

依
然
と
し
て
、酪

農
情
勢
は
厳
し
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す

が
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

や
発
表
大
会
に
よ

り
、会
員
相
互
の
交

流
を
行
い
な
が
ら
、

情
勢
の
変
化
に
対
応

で
き
る
足
腰
の
強
い

酪
農
経
営
を
考
え

て
結
束
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、皆
さ
ま
の
ご
協

力
お
願
い
致
し
ま

す
。

福
岡
県
乳
牛
改
良
協
議
会

通
常
総
会
開
催

令
和
七
年
七
月
十
七
日

（
木
）
に
ふ
く
お
か
県
酪
本

所
会
議
室
に
て
第
十
八
回
福

岡
県
乳
牛
改
良
協
議
会
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
に
は
、
十
一
名
の
会

員
が
出
席
し
、
中
村
会
長
を

議
長
に
選
出
し
行
わ
れ
、
全

て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。総

会
終
了
後
に
は
、（
株
）

野
澤
組
　
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
粂
咲
良
氏
を
お

招
き
し
、「
世
界
の
遺
伝
改

良
と
最
新
の
形
質
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
習
会
を
行
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

本
年
に
お
い
て
は
福
岡
県

乳
牛
共
進
会
、
全
日
本
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
共
進
会
な
ど
も
開

福
岡
県
乳
用
牛
群

改
良
検
定
組
合
連
絡

協
議
会
第
四
十
三
回

通
常
総
会
を
開
催

八
月
一
日（
金
）福
岡
県
乳
用

牛
群
改
良
検
定
組
合
連
絡
協

議
会
の
第
四
十
三
回
通
常
総
会

が
、県
酪
本
所
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。議
事
は
滞
り
な
く
進

み
、問
題
な
く
第
一
号
議
案
か
ら

第
四
号
議
案
ま
で
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

連
絡
協
議
会
で
は
、県
の
検

定
推
進
会
議
、ふ
く
お
か
県
酪

協
及
び
検
定
組
合
と
連
携
を
密

に
し
、酪
農
家
の
経
営
支
援
を

目
的
に『
検
定
組
合
間
の
連
携

強
化
』『
検
定
農
家
へ
の
情
報
提

供
』等
に
つ
い
て
推
進
を
図
り
ま

す
。

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
、
酪
農
を
取

り
巻
く
情
勢
は
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
乳
牛
の
改
良
成
果
を
ア

ピ
ー
ル
し
酪
農
経
営
の
安
定

を
目
指
す
た
め
に
も
、
会
員

の
皆
様
に
は
積
極
的
に
活
動

へ
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和7年7月3日から7月11日の9日間県内各地で体型調査及び牛群審査を行い、
下記の成績をおさめましたので報告します。
（日本ホルスタイン登録協会　審査委員　植原　友一郎　氏）
牛群審査は11戸124頭（牛群奨励審査を含む）が受験し、エクセレントが16頭、85

～89点が91頭（内89点は8頭）という、成績をおさめました。

体型調査は後代検定事業の一環で行われております。令和7年度前期の調査頭数は
14戸で126頭（娘牛30頭、同期牛96頭）でした。
それぞれの農家で審査員とともに今後の改良点･改良状況等を確認し、次代を担う種
雄牛の選定に情報提供をしました。

前期体型調査及び牛群審査報告前期体型調査及び牛群審査報告
令和7年度令和7年度

得点 氏名 支所 名　　　号 産次 体貌
骨格 肢蹄 乳用

強健性 乳器

92 中島　康森 久留米 ミﾄﾞルランﾄﾞ KHI ソロモン ゴールﾄﾞ アポロ 5 93 92 93 91
91 松永　慎也 福岡 MSF クラツシユ エルヴイーネ 5 90 87 93 93
90 挾間　祐一 福岡 エツセンス WB ゴールﾄﾞ アポロ ツー ET 6 90 87 93 91
90 小島　興人 福岡 KOフアーム モーグル ホールﾄﾞ バーバラ ET 6 91 88 91 89
90 槙　　芳行 福岡 ネバﾀﾞ アトウツﾄﾞ スタンリーカツプ 5 89 88 91 90
90 挾間　祐一 福岡 アルクメネ E ﾄﾞアズブリーﾄﾞ アポロ 5 89 87 93 90
90 本山　匡浩 久留米 マウントリバー Gストーン ﾄﾞアマン エイリス ET 5 89 88 91 90
90 挾間　祐一 福岡 エルﾄﾞリツジ ポーラ アツト ﾄﾞレーク 5 90 90 89 90
90 挾間　祐一 福岡 エルﾄﾞリツジ ポーラ DM メモリー 5 90 87 92 90
90 挾間　祐一 福岡 エルﾄﾞリツジ ﾄﾞアマン ブレイク 5 88 88 90 91
90 有田　　徹 福岡 フルアヘツﾄﾞ ﾄﾞア ゴールﾄﾞ スパーク 4 91 87 92 90
90 松永　慎也 福岡 MSF DM プロント ﾀﾞーミア ET 4 90 89 90 90
90 小島　興人 福岡 ケーオーフアーム クラツシユ BS ヴイーナス 4 90 87 90 91
90 松野　竜大 飯塚 アイハツピー ユニクス フラワー 4 90 89 89 90
90 松永　慎也 福岡 MSF ﾄﾞアマン アフターシヨツク 4 90 88 90 90
90 中島　康森 久留米 ミﾄﾞルランﾄﾞ スカイチーフ バツクフリツプ 3 92 90 91 89

得点 氏名 支所 名　　　号 産次 体貌
骨格 肢蹄 乳用

強健性 乳器

92 中島　康森 久留米 ミﾄﾞルランﾄﾞ KHI ソロモン ゴールﾄﾞ アポロ 5 93 92 93 91
91 松永　慎也 福岡 MSF クラツシユ エルヴイーネ 5 90 87 93 93
90 挾間　祐一 福岡 エツセンス WB ゴールﾄﾞ アポロ ツー ET 6 90 87 93 91
90 小島　興人 福岡 KOフアーム モーグル ホールﾄﾞ バーバラ ET 6 91 88 91 89
90 槙　　芳行 福岡 ネバﾀﾞ アトウツﾄﾞ スタンリーカツプ 5 89 88 91 90
90 挾間　祐一 福岡 アルクメネ E ﾄﾞアズブリーﾄﾞ アポロ 5 89 87 93 90
90 本山　匡浩 久留米 マウントリバー Gストーン ﾄﾞアマン エイリス ET 5 89 88 91 90
90 挾間　祐一 福岡 エルﾄﾞリツジ ポーラ アツト ﾄﾞレーク 5 90 90 89 90
90 挾間　祐一 福岡 エルﾄﾞリツジ ポーラ DM メモリー 5 90 87 92 90
90 挾間　祐一 福岡 エルﾄﾞリツジ ﾄﾞアマン ブレイク 5 88 88 90 91
90 有田　　徹 福岡 フルアヘツﾄﾞ ﾄﾞア ゴールﾄﾞ スパーク 4 91 87 92 90
90 松永　慎也 福岡 MSF DM プロント ﾀﾞーミア ET 4 90 89 90 90
90 小島　興人 福岡 ケーオーフアーム クラツシユ BS ヴイーナス 4 90 87 90 91
90 松野　竜大 飯塚 アイハツピー ユニクス フラワー 4 90 89 89 90
90 松永　慎也 福岡 MSF ﾄﾞアマン アフターシヨツク 4 90 88 90 90
90 中島　康森 久留米 ミﾄﾞルランﾄﾞ スカイチーフ バツクフリツプ 3 92 90 91 89

第
四
十
九
回
ふ
く
お
か
県

酪
農
青
年
女
性
会
議
総
代
会
開
催

令
和
七
年
七
月
二
十
八
日（
月
）、福
岡
市
博

多
区
の
八
仙
閣
に
て
第
四
十
九
回
ふ
く
お
か
県

酪
農
青
年
女
性
会
議
の
総
代
会
を
開
催
し
、十

三
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
か
ら
第
三
号
議
案
ま
で
慎
重
審

議
の
う
え
、原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

依
然
と
し
て
、酪

農
情
勢
は
厳
し
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す

が
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

や
発
表
大
会
に
よ

り
、会
員
相
互
の
交

流
を
行
い
な
が
ら
、

情
勢
の
変
化
に
対
応

で
き
る
足
腰
の
強
い

酪
農
経
営
を
考
え

て
結
束
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、皆
さ
ま
の
ご
協

力
お
願
い
致
し
ま

す
。

福
岡
県
乳
牛
改
良
協
議
会

通
常
総
会
開
催

令
和
七
年
七
月
十
七
日

（
木
）
に
ふ
く
お
か
県
酪
本

所
会
議
室
に
て
第
十
八
回
福

岡
県
乳
牛
改
良
協
議
会
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
に
は
、
十
一
名
の
会

員
が
出
席
し
、
中
村
会
長
を

議
長
に
選
出
し
行
わ
れ
、
全

て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。総

会
終
了
後
に
は
、（
株
）

野
澤
組
　
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
粂
咲
良
氏
を
お

招
き
し
、「
世
界
の
遺
伝
改

良
と
最
新
の
形
質
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
習
会
を
行
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

本
年
に
お
い
て
は
福
岡
県

乳
牛
共
進
会
、
全
日
本
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
共
進
会
な
ど
も
開

福
岡
県
乳
用
牛
群

改
良
検
定
組
合
連
絡

協
議
会
第
四
十
三
回

通
常
総
会
を
開
催

八
月
一
日（
金
）福
岡
県
乳
用

牛
群
改
良
検
定
組
合
連
絡
協

議
会
の
第
四
十
三
回
通
常
総
会

が
、県
酪
本
所
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。議
事
は
滞
り
な
く
進

み
、問
題
な
く
第
一
号
議
案
か
ら

第
四
号
議
案
ま
で
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

連
絡
協
議
会
で
は
、県
の
検

定
推
進
会
議
、ふ
く
お
か
県
酪

協
及
び
検
定
組
合
と
連
携
を
密

に
し
、酪
農
家
の
経
営
支
援
を

目
的
に『
検
定
組
合
間
の
連
携

強
化
』『
検
定
農
家
へ
の
情
報
提

供
』等
に
つ
い
て
推
進
を
図
り
ま

す
。

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
、
酪
農
を
取

り
巻
く
情
勢
は
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
乳
牛
の
改
良
成
果
を
ア

ピ
ー
ル
し
酪
農
経
営
の
安
定

を
目
指
す
た
め
に
も
、
会
員

の
皆
様
に
は
積
極
的
に
活
動

へ
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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亦
賀
牧
場
は
、第
三
者
継
承
で

令
和
七
年
四
月
に
新
規
就
農
し

経
営
を
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
の
農

場
で
す
。現
在
経
産
牛
四
十
頭
、

育
成
牛
十
頭
、和
牛
一
頭
の
計
五

十
一
頭
を
飼
養
し
て
い
ま
す
。

亦
賀
さ
ん
は
、酪
農
学
園
大
学

卒
業
後
、北
海
道
の
牧
場
に
就

職
、八
年
間
勤
務
さ
れ
て
ま
し
た

が
、退
職
し
て
福
岡
県
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
組
合
に
就
職
し
、就
農
さ
れ

る
前
の
六
年
間
勤
務
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

家
族
構
成
で
す
が
、一
裕
さ
ん・

奥
さ
ん・長
男（
中
学
生
）・長
女

（
小
学
生
）・次
女（
幼
稚
園
）の
五

人
家
族
で
す
。

奥
様・瑞
枝
さ
ん
と
の
出
会
い

は
、北
海
道
の
牧
場
に
勤
務
さ
れ

て
い
た
時
の
同
僚
で
、お
付
き
合

頑
張
る
　
　 酪
農
家
紹
介

飯
塚
支
所

　亦
賀
牧
場

　亦
賀

　一
裕
さ
ん

未
来
のい

が
始
ま
っ
て
交
際
期
間
半
年
で

ご
結
婚（
ス
ピ
ー
ド
婚
）を
さ
れ
た

と
の
こ
と
。

酪
農
家
と
し
て
の
思
い
を
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
、以
前
に
幼
い
子

か
ら「
イ
チ
ゴ
牛
乳
は
、ど
の
牛
さ

ん
か
ら
出
る
の
？
」と
尋
ね
ら
れ

た
こ
と
が
あ
り
、困
惑
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、乳
牛
の
事

を
も
っ
と
知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
、

酪
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、牛
と
の
触
れ
合
い
を

通
じ
て
教
育
の
場
が
持
て
た
ら
嬉

し
い
な
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
は
、ま
だ
就
農
し

て
僅
か
で
す
が
、牛
舎
内
の
全
て

を
機
械
化
し
、労
働
力
を
軽
減
し

て
家
族
と
の
大
切
な
時
間
が
作
れ

る
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

マ
タ
ガ

　
　カ
ズ
ヒ
ロ

第
五
十
二
回
全
国
酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会
開
催

令
和
七
年
七
月
十
七
日（
木
）〜
十

八
日（
金
）、岡
山
市
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
岡
山
に
て「
第
五
十
二
回
全
国

酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

酪
農
経
営
発
表
の
部
で
は
、九
州
会

議（
熊
本
県
）の
髙
木
大
輔
氏「
高
能

力
、低
コ
ス
ト
で
目
指
す
安
定
経
営
」

が
、低
コ
ス
ト
と
牛
へ
の
負
荷
軽
減
を
方

針
と
す
る
繁
殖
管
理
や
飼
料
設
計
等
の

様
々
な
工
夫
に
よ
り
、高
い
収
益
性
を

実
現
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
、農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

酪
農
意
見・体
験
発
表
の
部
で
は
、東

北
会
議（
福
島
県
）の
椎
谷
美
保
氏「
牛

の
幸
せ
は
私
の
幸
せ
」が
、ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
考
え
方
で
疾
病
を
予

防
で
き
乳
量
や
子
牛
価
格
が
上
が
る
な

ど
成
果
を
出
し
て
い
る
点
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
じ
た
情
報
発
信
に
つ
い
て
今
後
も
期

待
で
き
る
と
評
価
さ
れ
、最
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、九
州
会
議

（
佐
賀
県
）の
古
川
真
弓
氏「
夢
を
叶
え

た
、そ
の
先
へ
　
〜
モ
ー
モ
ー
母
ち
ゃ
ん

Ｄ
Ｘ
〜
」が
、フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し

て
酪
農
の
楽
し
さ
や
命
の
温
か
さ
を
伝

え
る
活
動
、共
進
会
で
は
学
生
た
ち
に

体
験・経
験
の
場
を
提
供
す
る
な
ど
、地

域
貢
献
さ
れ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
、

審
査
委
員
長
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。酪

農
経
営
に
お
け
る
様
々
な
工
夫
や

成
果
な
ど
を
聞
き
、全
国
の
酪
友
と
の

交
流
を
深
め
ら
れ
た
有
意
義
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

（ふくおか県酪農青年女性会議ニュース）

Vol.206

福
岡
西
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昨年10月より福岡、久留米、飯塚の三診療所が組織再編として、「乳牛診療人工授精所」へ
と統合されました。そして、授精師の不足に伴い、県内３地域の授精業務の安定化を図る
ため、本年10月より「人工授精師を久留米地区から県内各地への派遣」という形式となり
ます。福岡地区を担当させていただいている私も、福岡地区の授精依頼が無ければ、久留
米地区から業務を開始し、周船寺の事務所に寄らない日も出てきます。そこで改めて、組
合員の皆様にご協力をお願いしたいことを２点お伝えしたいと思います。

【午前中希望の授精依頼は、前日までにご連絡を】
　留守電、ＬＩＮＥ、ＳＭＳ等、各地区によって受付手段は異なると思いますが、改めて、
「午前中希望」の授精依頼は、前日までにご連絡をお願いいたします。
　私を例にしますと、私は田川在住で糸島に通勤しております。これが、今後は久留米へ
通勤となりますが、事前に福岡地区や飯塚地区の種付け依頼があれば、朝からそちらの
対応に伺えます。もちろん、依頼状況に応じて、どうしてもお待たせする時間は出来てしま
いますが、１度久留米に出勤してまた地区を移動する…といった非効率な動きを防止で
きます。これは私以外の職員も同様で、業務配分を事前に出来ることで、少人数での広域
対応を可能な限り効率的に実施することが出来ます。

【証明書のご依頼は余裕をもって】
　以前より、「出荷予定の最低１週間前まで」にとお願いしておりましたが、改めてよろしく
お願いいたします。現状、事務員が久留米に１名のみ、授精師も広域対応中で急な証明書
発行依頼に対応出来かねます。出荷時のトラブルにならないよう、各種証明書のご依頼は
日程に余裕をもってお願いいたします。

現在、開業の獣医、授精師の方々のご協力もあり、限られた人員ではありますが、組合の
診療所として、地域の診療授精業務の安定化、
効率化を職員一丸となって図っております。そ
のためには前述のとおり、組合員の皆様のご
協力が必要不可欠となります。今後も診療授
精業務が継続できるよう、改めて診療所への
ご協力をお願いいたします。

C O L U M N - コラム -

乳牛診療人工授精所　次長（福岡地区担当）  河村　信一
診療所日記

乳牛診療所ご利用の皆様へ
職 員 日 記 飯塚支所  元松　泉
今年の夏は降雨が少なく、例年に増して暑い暑い日々でした。組合員の皆様方、
農畜産業に関わる全ての皆様方、毎日のお仕事大変お疲れ様でございます。体調
を崩されてはいないでしょうか。
今年度より始動致しました『職員日記』、波多江参事からのバトンを受け取りま

した飯塚支所の元松と申します。
どんなことを書けば良いかしばらく迷いましたが、第1回の『職員日記』のなかで、

「当職員を知って頂こうと」いう主旨に基づきまして、自身の事を書かせて頂きます。
昭和61年4月　旧京都酪農業協同組合に就職しました。当時は、管理課や金
融課に所属していまして、指導や購買、診療関係は経験がありませんでした。平成
20年にふくおか県酪協と合併し、旧行橋事業所勤務となり、初めて購買業務やヘ
ルパー、検定関係等々を経験しました。環境、仕事内容、人間関係が変わり、毎日
不安な気持ちで目まぐるしい日々を過ごし、過渡期を何とか乗り越えたことを懐
かしく思います。
平成28年の組合再編により、旧飯塚支所と旧行橋事業所が一つとなり、現在
の飯塚支所（田川郡香春町）勤務となり、加えて、同年新たに設立された「飯塚地
区乳牛診療人工授精所」の事務担当も加わり、初めてだらけの業務で緊張した毎
日を過ごしていました。現在の業務は主に購買・管理・ヘルパーを担当しております。
実家は酪農業です。現在は兄が経営しております。父が生前、廃用牛出荷の際

に「経済動物だから仕方がない」と悲しそうに、自分に言い聞かせるように言って
いたことが忘れられません。命を奪う心苦しさでいっぱいだったと思います。私た
ちはその命で生かせて貰っていると常に思い生活しています。
我が家は全員乳製品が大好きで、冷蔵庫には常に牛乳・チーズ・ヨーグルトを常
備しています。特に娘たちは牛乳が大好きで、切らさないように常にチェックして
います。「毎日一杯の牛乳を」ささやかですが、消費拡大を意識して過ごしたいと
考えています。
酪農業協同組合に就職して、今年で40年目となり、定年を迎える年となりまし

た。周りの皆様、そして家族に支えられて、ここまで来れました。感謝の一言に尽き
ます。これまでも、これからも、酪農業を全力応援していきます。
最後に、拙い文章を読んで下さりありがとうございました。皆々様が、これから

も健康で、発展されることを願いまして、ペンを置きます。
※最近、とても参考になる「えらせん」という方の投稿に出会いましたので、ご紹
介させて頂きます。何事も何時も、人との関わり方がとても重要で、且つ難しいも
のですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次ページに続く）
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実は言うだけで関係性が深まる一言6選
今回は「人間関係が深まる言葉」というテーマで話していきます。人との距離が
縮まる瞬間って、実は“特別な出来事”よりも“何気ない一言”にあることが多いで
す。今日は、無意識に使っていると相手との信頼関係がぐっと深まるフレーズを、
解説していきます。
1.「一緒にサボろう」が、心の距離を縮める
「頑張ろう」よりも「一緒にサボろう」という言葉は、相手に安心感を与えます。人
は“完璧な自分”を求められると疲れますが、“ちょっと抜けてもいいんだ”と感じら
れる相手には心を開きやすいもの。適度に力を抜く時間を共有することで、「この
人とは素でいられる」と思ってもらえます。
2.「わかってるよ」だけで、心の荷物が半分になる
悩んでいるときや弱音を吐いたとき、「わかってるよ」の一言は最強です。アドバ

イスや解決策よりも、まず“気持ちを受け止めてもらえる”ことが何よりの安心に繋
がります。この一言で相手は「味方がいる」と感じられるんです。
3.「君がいてよかった」で、相手は一生分の安心をもらう
人は「自分の存在価値を認めてもらえた」と感じると、強い信頼を抱きます。「い

てくれてよかった」という言葉は、相手の努力や価値を丸ごと肯定する言葉。関係
性が深まるのは、褒めるよりも“存在そのもの”を認めるときです。
4.「一緒にやろうか」で、孤独感は消える
困っている人に「頑張って」ではなく、「一緒にやろうか」と声をかけるだけで、相
手は救われます。人は“孤独”を感じた瞬間に不安が増すため、「あなたは一人じゃ
ない」というメッセージは絶大な安心を与えます。大きな助けでなくても、隣に立
つ姿勢を見せるだけで信頼は深まります。
5.「ありがとう、助かったよ」で、また頑張る気持ちになる
お礼の言葉は、人間関係を豊かにする最強の潤滑油です。特に「ありがとう」だ

けで終わらせず、「助かったよ」と具体的に付け加えると、相手は「役に立てた」と
感じ、自己肯定感が上がります。その体験が、次も自然と協力したくなるポジティ
ブな循環を生みます。
6.「あなたのやり方もいいね」で、自信を取り戻す
相手の意見や選択を否定せず、「それもいいね」と肯定する言葉は、信頼関係を
深める最短ルートです。人は自分を認めてくれる人に安心し、もっと心を開こうと
します。たとえ自分の意見と違っても、「そういう考えもあるね」と受け止めること
で、対等で温かい関係が築けます。
まとめ
人間関係は、難しい言葉や特別な出来事よりも、何気ない一言で大きく変わり

ます。大切なのは「相手を変えること」ではなく、相手に安心を与える言葉を持つ
こと。今回紹介したフレーズを少しずつ使っていけば、あなたの周りに自然と“心
地よい関係”が広がっていきますよ。 

水田での土づくり
近年、水田での飼料作物栽培が増加しています。水田での飼料作物は、イタリアンやソルガム・スーダン等の
従来作物と水田をそのまま利用したイネＷＣＳや飼料米の飼料用イネがありますが、その両者では土づくりが
全く異なります。福岡県ではイネＷＣＳ等の飼料用イネが多く栽培されています。飼料用イネは水田での栽培
体系を基本としており、食用イネと同様な土づくりや栽培管理が基本です。酪農では極短穂型のＷＣＳ用イネ
品種が主流です。これらの極短穂品種の栽培は、堆肥をはじめとした多肥栽培が求められます。通常、食用イネ
の1.5～2倍の肥料養分が必要となっており、肥料養分が少なくなくなると、収量はもちろん少なくなる上、未
消化で排泄される籾が多く生産されてしまいます。せっかく作ったのに給与した割りに乳量には結びつかない
イネＷＣＳになってしまいます。もともと水田土壌は養分が少ないことから、ＷＣＳ用イネの生産においての10
アール当たり堆肥投入は2トンは必要です。その上で化成肥料も窒素を中心に多施用します。極短穂のＷＣＳ
用イネ専用品種は食用品種より耐倒伏性が高いので、多肥栽培による倒伏はさほど心配されません。なお、飼
料イネに堆肥を施用してもイタリアンライグラスやスーダングラスなどのイネ科牧草と異なり、サイレージに
含まれる硝酸性窒素濃度が極めて低いのも特徴です。また、カリウム含量も乾物当たり2％を下回り、乳牛に
とってはどのステージでも安心して利用できる粗飼料となります。水田をそのまま活用していることから土づく
りは従来の食用米とほとんど同様で変わりません。
一方、ソルガム・スーダン等の飼料作物を栽培する場合の土づくりでは、まず排水対策が必要になってきま
す。裏作のイタリアンでは、栽培期間中は水系を切っているので、排水対策は不要ですが、耕土が浅いことから
収量はそこまで求めることはできません。しばらく水稲を作らない転作田は、プラウやプラソイラ等で耕盤層破
砕（心土破砕）を行うと作物の生産性が上がってきます。特に最近は、水田でも大型機械が多く、機械踏圧によ
る耕盤層の緻密化により排水が不良になり、根域の狭小化が発生しやすくなっています。心土破砕し耕土が深
くなることで土の容量が増加し、排水性も改善できます。さらに従来以上の堆肥投入が可能で、作物の根張り
も改善され、収量増につながります。深耕は、堆肥の施用と同様に排水性の改善にも繋がり、牧草・飼料作物に
とっての土づくりにとても重要な要素となります。なお、周りの水田に水が入って漏水する場合は、圃場の周囲
に明渠を作り、排水対策をすることで改善されます。特にトウモロコシは湿害に弱い作物なので、作付けする場
合の排水対策は必須の要件となります。転換畑での深耕は排水性の改善に繋がり、牧草・飼料作物にとっての
土づくりにとても重要な要素となります。
深粠の次に必要なのが堆肥です。いうまでもなく牛糞堆肥は、鶏糞や豚糞に比べ、肥料としての成分は低く
速効性はないのですが、土壌改良資材として土に混ぜることで排水性や保肥力、保水性などの物理性を改善す
る効果が高いのが特徴です。水田のように毎年水を張って養分が流れてしまう、いわば痩せた土壌の場合、牛
糞堆肥の土壌改良効果がでるのに数年と時間がかかるため、水田土壌の改良には、継続して施用する必要があ
ります。長い目で見て徐々に改良されていくのが牛糞堆肥の特徴で、鶏糞や豚糞のように投入量にさほど気を
遣わなくてもよいのが利点です。ここで重要なのは生糞尿を使わないことです。堆肥化したものであれば、土
壌改良効果は高いのですが、生糞尿の場合は、改良効果が少なく速効性で扱いにくいものとなります。完熟堆
肥とまではいかなくても、ある程度発酵させて腐熟がすすみ堆肥とよべるようになったものを利用することを
薦めます。深耕し、ある程度腐熟した堆肥を投入することによって数年後には作物のできが違ってきます。
転換畑を水田に戻す際は、ケンブリッジロー
ラーを2，3回丁寧にかけて土を締め固めることに
よって漏水は改善されます。さらに畦を丁寧に補
修して畦からの漏水対策も必要です。代掻きも丁
寧に行い、田面を均平にして田植えを行うことも
重要です。牧草を長年作っていると土壌が肥沃に
なり、イネが大きく育って倒伏してしまうので窒素
肥料は控えめにして栽培します。
温暖化が進み、異常気象の多くなった昨今です
が、深耕や堆肥の投入である程度は天候不順に
も対応ができる土づくりが望まれています。

畜種別堆肥の特徴
肥効性 物理性

改善 特徴

牛糞堆肥 △ 〇
微生物を多く含み、土壌改
良に効果がある。

豚糞堆肥 〇 △
銅や亜鉛などが比較的多く
含まれている。

鶏糞堆肥 ◎ ×
肥料成分が多く、即効性が
ある。

　筑紫　耕作
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実は言うだけで関係性が深まる一言6選
今回は「人間関係が深まる言葉」というテーマで話していきます。人との距離が
縮まる瞬間って、実は“特別な出来事”よりも“何気ない一言”にあることが多いで
す。今日は、無意識に使っていると相手との信頼関係がぐっと深まるフレーズを、
解説していきます。
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「頑張ろう」よりも「一緒にサボろう」という言葉は、相手に安心感を与えます。人
は“完璧な自分”を求められると疲れますが、“ちょっと抜けてもいいんだ”と感じら
れる相手には心を開きやすいもの。適度に力を抜く時間を共有することで、「この
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2.「わかってるよ」だけで、心の荷物が半分になる
悩んでいるときや弱音を吐いたとき、「わかってるよ」の一言は最強です。アドバ

イスや解決策よりも、まず“気持ちを受け止めてもらえる”ことが何よりの安心に繋
がります。この一言で相手は「味方がいる」と感じられるんです。
3.「君がいてよかった」で、相手は一生分の安心をもらう
人は「自分の存在価値を認めてもらえた」と感じると、強い信頼を抱きます。「い

てくれてよかった」という言葉は、相手の努力や価値を丸ごと肯定する言葉。関係
性が深まるのは、褒めるよりも“存在そのもの”を認めるときです。
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困っている人に「頑張って」ではなく、「一緒にやろうか」と声をかけるだけで、相
手は救われます。人は“孤独”を感じた瞬間に不安が増すため、「あなたは一人じゃ
ない」というメッセージは絶大な安心を与えます。大きな助けでなくても、隣に立
つ姿勢を見せるだけで信頼は深まります。
5.「ありがとう、助かったよ」で、また頑張る気持ちになる
お礼の言葉は、人間関係を豊かにする最強の潤滑油です。特に「ありがとう」だ

けで終わらせず、「助かったよ」と具体的に付け加えると、相手は「役に立てた」と
感じ、自己肯定感が上がります。その体験が、次も自然と協力したくなるポジティ
ブな循環を生みます。
6.「あなたのやり方もいいね」で、自信を取り戻す
相手の意見や選択を否定せず、「それもいいね」と肯定する言葉は、信頼関係を
深める最短ルートです。人は自分を認めてくれる人に安心し、もっと心を開こうと
します。たとえ自分の意見と違っても、「そういう考えもあるね」と受け止めること
で、対等で温かい関係が築けます。
まとめ
人間関係は、難しい言葉や特別な出来事よりも、何気ない一言で大きく変わり

ます。大切なのは「相手を変えること」ではなく、相手に安心を与える言葉を持つ
こと。今回紹介したフレーズを少しずつ使っていけば、あなたの周りに自然と“心
地よい関係”が広がっていきますよ。 

水田での土づくり
近年、水田での飼料作物栽培が増加しています。水田での飼料作物は、イタリアンやソルガム・スーダン等の
従来作物と水田をそのまま利用したイネＷＣＳや飼料米の飼料用イネがありますが、その両者では土づくりが
全く異なります。福岡県ではイネＷＣＳ等の飼料用イネが多く栽培されています。飼料用イネは水田での栽培
体系を基本としており、食用イネと同様な土づくりや栽培管理が基本です。酪農では極短穂型のＷＣＳ用イネ
品種が主流です。これらの極短穂品種の栽培は、堆肥をはじめとした多肥栽培が求められます。通常、食用イネ
の1.5～2倍の肥料養分が必要となっており、肥料養分が少なくなくなると、収量はもちろん少なくなる上、未
消化で排泄される籾が多く生産されてしまいます。せっかく作ったのに給与した割りに乳量には結びつかない
イネＷＣＳになってしまいます。もともと水田土壌は養分が少ないことから、ＷＣＳ用イネの生産においての10
アール当たり堆肥投入は2トンは必要です。その上で化成肥料も窒素を中心に多施用します。極短穂のＷＣＳ
用イネ専用品種は食用品種より耐倒伏性が高いので、多肥栽培による倒伏はさほど心配されません。なお、飼
料イネに堆肥を施用してもイタリアンライグラスやスーダングラスなどのイネ科牧草と異なり、サイレージに
含まれる硝酸性窒素濃度が極めて低いのも特徴です。また、カリウム含量も乾物当たり2％を下回り、乳牛に
とってはどのステージでも安心して利用できる粗飼料となります。水田をそのまま活用していることから土づく
りは従来の食用米とほとんど同様で変わりません。
一方、ソルガム・スーダン等の飼料作物を栽培する場合の土づくりでは、まず排水対策が必要になってきま
す。裏作のイタリアンでは、栽培期間中は水系を切っているので、排水対策は不要ですが、耕土が浅いことから
収量はそこまで求めることはできません。しばらく水稲を作らない転作田は、プラウやプラソイラ等で耕盤層破
砕（心土破砕）を行うと作物の生産性が上がってきます。特に最近は、水田でも大型機械が多く、機械踏圧によ
る耕盤層の緻密化により排水が不良になり、根域の狭小化が発生しやすくなっています。心土破砕し耕土が深
くなることで土の容量が増加し、排水性も改善できます。さらに従来以上の堆肥投入が可能で、作物の根張り
も改善され、収量増につながります。深耕は、堆肥の施用と同様に排水性の改善にも繋がり、牧草・飼料作物に
とっての土づくりにとても重要な要素となります。なお、周りの水田に水が入って漏水する場合は、圃場の周囲
に明渠を作り、排水対策をすることで改善されます。特にトウモロコシは湿害に弱い作物なので、作付けする場
合の排水対策は必須の要件となります。転換畑での深耕は排水性の改善に繋がり、牧草・飼料作物にとっての
土づくりにとても重要な要素となります。
深粠の次に必要なのが堆肥です。いうまでもなく牛糞堆肥は、鶏糞や豚糞に比べ、肥料としての成分は低く
速効性はないのですが、土壌改良資材として土に混ぜることで排水性や保肥力、保水性などの物理性を改善す
る効果が高いのが特徴です。水田のように毎年水を張って養分が流れてしまう、いわば痩せた土壌の場合、牛
糞堆肥の土壌改良効果がでるのに数年と時間がかかるため、水田土壌の改良には、継続して施用する必要があ
ります。長い目で見て徐々に改良されていくのが牛糞堆肥の特徴で、鶏糞や豚糞のように投入量にさほど気を
遣わなくてもよいのが利点です。ここで重要なのは生糞尿を使わないことです。堆肥化したものであれば、土
壌改良効果は高いのですが、生糞尿の場合は、改良効果が少なく速効性で扱いにくいものとなります。完熟堆
肥とまではいかなくても、ある程度発酵させて腐熟がすすみ堆肥とよべるようになったものを利用することを
薦めます。深耕し、ある程度腐熟した堆肥を投入することによって数年後には作物のできが違ってきます。
転換畑を水田に戻す際は、ケンブリッジロー
ラーを2，3回丁寧にかけて土を締め固めることに
よって漏水は改善されます。さらに畦を丁寧に補
修して畦からの漏水対策も必要です。代掻きも丁
寧に行い、田面を均平にして田植えを行うことも
重要です。牧草を長年作っていると土壌が肥沃に
なり、イネが大きく育って倒伏してしまうので窒素
肥料は控えめにして栽培します。
温暖化が進み、異常気象の多くなった昨今です
が、深耕や堆肥の投入である程度は天候不順に
も対応ができる土づくりが望まれています。

畜種別堆肥の特徴
肥効性 物理性

改善 特徴

牛糞堆肥 △ 〇
微生物を多く含み、土壌改
良に効果がある。

豚糞堆肥 〇 △
銅や亜鉛などが比較的多く
含まれている。

鶏糞堆肥 ◎ ×
肥料成分が多く、即効性が
ある。
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雪印種苗奨励品種のご案内

一番草の草姿（2022年撮影　弊社千葉研究農場）

い
つ
も
雪
印
種
苗
の
た
ね
を

ご
愛
顧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。秋
播
き
種
子
奨
励

品
種
に
つ
い
て
ご
案
内
で
す
。

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス「
タ

チ
ワ
セ（
早
生
）」「
タ
チ
マ
サ
リ

（
早
生
）」「
タ
チ
ム
シ
ャ（
中
生
）」

立
型
で
耐
倒
伏
性
に
優
れ
る
シ

リ
ー
ズ
で
す
。一
番
草
収
穫
後
の

再
生
も
良
く
、多
収
な
品
種
で

す
。エ

ン
バ
ク「
ウ
ル
ト
ラ
ハ
ヤ
テ

韋
駄
天（
品
種
：
韋
駄
天 

※１

）（
極

早
生
）」晩
夏
播
き
で
年
内
収
穫

も
可
能
な
エ
ン
バ
ク
で
す
。エ
ン

バ
ク
の
中
で
も
比
較
的
細
茎
で
乾

き
が
早
く
、耐
倒
伏
性
に
優
れ
ま

す
。ま
た
極
早
生
品
種
の
中
で
も

越
冬
性
に
優
れ
、安
定
し
た
収
量

が
見
込
め
ま
す
。

こ
こ
で
新
品
種
の
ご
案
内
で

す
。イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス「
た

ち
モ
ン
※２
（
晩
生
）」長
年
ご
愛
顧

い
た
だ
き
ま
し
た「
エ
ー
ス
」後
継

品
種
で
す
。晩
生
品
種
は
倒
伏
す

る
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
か
と
思
い

ま
す
が
、「
た
ち
モ
ン
」は
立
型
の

草
姿
で
耐
倒
伏
性
に
優
れ
、収
量

も
エ
ー
ス
に
比
べ
多
収
で
す
。晩

生
は
倒
伏
す
る
か
ら
使
い
づ
ら

い・・・と
い
う
方
に
お
勧
め
の
品
種

で
す
。奨

励
品
種
の
他
に
も
多
数
品

種
を
揃
え
て
お
り
ま
す
。お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

１
Ｐ
Ｖ
Ｐ
海
外
持
出
禁
止（
農
林
水
産

大
臣
公
示
有
）※

２
品
種
登
録
出
願
中（
出

願
公
表
中
）海
外
持
出
禁
止（
農
林
水
産
大

臣
公
示
有
）
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＊PVP 海外持出禁止（公示（農林水産省HP）参照）

カネコ種苗奨励品種のご案内
さつきばれＥＸ

ジャイアント（テティラ）

ダイマジン

い
つ
も
カ
ネ
コ
種
苗
の
た
ね
を

ご
愛
顧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。秋
播
き
種
子
奨
励
品

種
に
つ
い
て
ご
案
内
で
す
。

＊
Ｐ
Ｖ
Ｐ
登
録
品
種
（
登
録
名
：

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｒ‐

12
Ｍ
）【
中
生
】当
社
で

最
も
販
売
し
て
い
る
中
生
イ
タ
リ

ア
ン
で
す
。草
丈
は
高
く
、
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
な
草
姿
で
す
。福
岡
県
内
で

も
河
川
敷
を
中
心
に
多
く
の
利
用

を
頂
い
て
い
る
品
種
で
す
。特
に
耐

倒
伏
性
に
つ
い
て
は
非
常
に
評
判

が
良
く
、収
穫
ロ
ス
が
少
な
く
収
量

Ｕ
Ｐ
へ
繋
が
り
ま
す
。嗜
好
性
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
御
好
評
多
数
で
す
。

＊ 

Ｐ
Ｖ
Ｐ
登
録
品
種
（
登
録

名
：Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｒ‐

１2
Ｔ
Ｅ
）【
晩

生
】＊
予
告
来
秋
販
売
予
定
の

晩
生
品
種
で
す
。耐
暑
性
に
優

れ
る
温
暖
地
向
き
で
、
耐
病
性

も
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。耐
倒

伏
性
に
優
れ
る
立
性
型
の
晩

生
の
た
め
、
一
番
草
の
収
量
も

ロ
ス
が
少
な
く
非
常
に
多
収

が
見
込
め
ま
す
。福
岡
県
内
の

河
川
敷
や
水
田
、
畑
あ
ら
ゆ
る

場
所
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

品
種
で
す
。

【
中
晩
生
】

四
倍
体
の
中
晩
生
品
種
で
再

生
力
が
旺
盛
で
乾
物
収
量
が

安
定
し
ま
す
。

昨
今
の
気
候
変
動
下
で
も
二

倍
体
と
比
較
し
て
安
定
し
た

収
量
が
出
て
、二
番
草
も
高
い

収
量
を
維
持
で
き
ま
す
。福
岡

県
内
で
河
川
敷
や
水
田
な
ど

幅
広
い
場
所
で
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。弊
社
の
中
で
も
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
品
で
す
。

みるく情報 ふくおか14
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令
和
七
年
度

牛
乳
利
用
拡
大

推
進
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

令
和
七
年
度

牛
乳
利
用
拡
大

推
進
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

Ⅰ．採　用（令和7年8月1日付）
氏 名 新　所　属（職階級）

岡野　なつみ 主事 酪農部

Ⅱ．採　用（令和7年9月1日付）
氏 名 新　所　属（職階級） 適用

藤川　歩 技師 乳牛診療人工授精所 人工授精師

Ⅲ．退　職（令和7年9月30日付）
氏 名 適用 旧　所　属

元松　泉 定年退職 飯塚支所
岩丸　直矢 依願退職 乳牛診療人工授精所
宗　まいみ 依願退職 乳牛診療人工授精所

Ⅳ．異　動　等（令和7年10月1日付）　
氏 名 新　所　属　・　職　階　級 旧　所　属　・　職　階　級

元松　泉 嘱託 飯塚支所　※定年再雇用 調査役 飯塚支所

Ⅴ.

例
年
牛
乳
の
不
需
要
期
に
あ

た
る
冬
場
に
向
け
て
九
州
の

酪
農
家
、
関
係
団
体
が
一
丸

と
な
り
、
九
州
産
生
乳
の
安

定
的
な
需
要
維
持
・
拡
大
を

目
的
に
統
一
デ
ザ
イ
ン
（
ミ

ル
と
ミ
ク
の
運
動
用
パ
ッ

ケ
ー
ジ
）
で
製
造
し
た
九
州

産
L
L
牛
乳
・
バ
タ
ー
の
利

用
拡
大
推
進
運
動
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

実
施
時
期
は
、
十
一
月
中
旬

頃
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
家

庭
・
贈
答
用
と
し
て
是
非
ご

利
用
下
さ
い
。

牛乳・乳製品の消費拡大運動の一
環として行いました7、8月の「2025
夏ギフト」では多くのご利用を頂き
ました。組合員、役職員の皆様、ご
協力ありがとうございました。11月
から冬ギフトが始まりますので、引
き続きご協力の程、よろしくお願い
致します。

「2025夏ギフト」
ご協力ありがとうございました！

俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

「
夏
疲
れ

　ミ
ル
ク
パ
ワ
ー
で

　
　
　
　吹
き
飛
ば
す
」

「
秋
の
風

　
　自
然
の
恵
み

　
　
　
　
　
　栗
拾
い
」

新
生
ラ
イ
オ
ン

酪農業賠償責任補償制度(ローリー保険)は、合乳後の
他人への損害を補償しますが、ご自分の損害は補償され
ません。「バルククーラー保険」は、バルク内事故により破

棄されたものが対象です。破棄された生乳代金の９割または５割を補償します。
生乳への異物混入や洗浄水・血乳・抗生物質の混入、あるいはバルククーラーのスイッチ忘れによる細菌数の増大などで生
乳を破棄した場合に補償の対象となります。地震や水災により生乳を破棄した場合は補償対象外となります。
保険期間（ご契約期間）中における事故が１回目の場合は損害額の９割を保険金としてお支払いします。また同一保険期間

（ご契約期間）中に同一のバルククーラーにおける事故が２回目以降の場合は損害額の５割を保険金としてお支払いします。
酪農業賠償責任補償制度とは異なり、ご加入は酪農家さんの任意となります。

所有するバルククーラーの容量により掛金が変わります。保険金額は５万円単位でバルククーラーの生乳保管量で設定し
ます。また、ご希望により廃棄費用等の取片付け費用をセットすることができます。２年目以降の掛金については、事故件数に
より決定されます。
酪農業賠償責任補償制度と異なり、バルククーラー保険は、酪農家さんごとの任意加入となっています。現在、ふくおか県
酪農協では３割程度の加入となっており、他の都府県と比べると加入が少ない状況です。厳しい
環境が続いていますが、このような厳しい時こそ、万が一の事故に備えてご加入を考えてみては
いかがでしょうか。
ご興味のある方、掛金を調べてみたい方は、ご遠慮なく組合支所まで
ご連絡願います。

①抗生物質を投与した牛から誤って搾乳してしまい、バルククーラー内で
合乳してしまった。
②スイッチを入れ忘れ、バルククーラーの温度が上昇し細菌数が増大した。
③誤って血乳を合乳してしまった。
④バルククーラーに異物が混入し、生乳が汚染された。

【概要】

【掛金】

＜バルククーラー保険の対象事故例＞

「バルククーラー保険」のご紹介
～～万が一の事故の備えとして～～

バルククーラー事故原因

23.5％
25.9％
25.3％
4.8％
12.0％
3.6％
4.8％
100.0％

抗生物質
細菌数
血乳

異物混入
洗浄水

バルク故障
その他
合計

割合

バルククーラー事故原因

■抗生物質　■細菌数　■血乳　
■異物混入　■洗浄水　■バルク故障　
■その他


